
  

2017 年９月 18 日、台風一過となった東京･代々木公園で「ともに生きる未来を！さようなら原発さようなら戦争全国集会」

が開かれ、9500人が参加しました。 

集会の冒頭で呼びかけ人の落合恵子さん（作家）は、「解散･総選挙を企む安倍首相に私たちは見くびられている。アメリ

カの顔ばかり伺う政治を終わらせよう」と呼びかけました。 

そして福島第一原発事故の当事者である福島原発刑事訴訟支援団団長の佐藤知良さんは「事故の３年前に津波が予測

され、計画した防潮堤を東京電力の幹部が潰した。その罪を問うために１万４千人の告訴団は闘う」と決意を表明しました。 

また原水爆禁止佐賀県協議会の徳光清孝会長は、県知事を中心に玄海原発の再稼働容認に向けた動きが進んでいるこ

とを報告。「しかし、県民はけっして納得していない。再稼働阻止に向けてがんばる」と力強く語りました。 

そして５ヶ月に及ぶ不当な勾留をうけた沖縄平和運動センターの山城博治議長が元気に登壇。沖縄の基地建設や原発

政策の推進、戦争法や共謀罪の強行成立など、安倍政権の暴走を厳しく批判し「戦争をさせないために全国で本気になっ

て安倍を倒そう」と訴えました。 
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 すべての原発が運転を停止したとき、歓声が日

本列島を覆うのだろうか。 

そのとき、72 年前、敗戦を告げる玉音放送の真

昼のように、日本中が晴れ渡っているのだろうか。 

 そのあと、海岸線を覆い尽くしていた、異形の

巨大なコンクリートの建物が、すっかり解体され、

広大な更地になるのか。それとも、大量の放射能

を内包した不気味な土饅頭の塊が、海岸線に延々

と建ち並ぶのだろうか。 

 ときどき、そんなことに思いをめぐらすのは、

それはごく近い将来のイメージだからだ。原発に

未来がないのがはっきりしている。 

  

 原発建設が始まる前、もう５０年もむかし、わ

たしはその辺りを歩いていた。伊方原発が不細工

な姿をあらわす前、瀬戸内海を見下ろす丘の中腹

の集落に、老人たちが暮らしていた。 

 ボーリング調査がはじまったころ、夜陰に乗じ

てだれかが機材を壊した。ひとびとは天狗の仕業

と感謝していた。刑事たちが、聞き込みに歩き回

っていた。鳥津マサオさんは、俳句を小学生がつ

かうようなノートに書きつけていた。 

  

 秋の潮寄せては返すけいじさん 

 秋風に吹かれて寒いけいじさん 

 秋の空むなしく帰るけいじさん 

  

 下北半島東通村に「南通り」と呼ばれる開拓集

落があった。この村には東京電力 10 基、東北電

力 10 基、あわせて 20 基の原発が立ち並ぶ計画

があった。軒並み買収がはじまった。ところが、男

たちは出稼ぎにでていて、永い不在だった。 

 一軒の家がまだ残っていた。そこの主婦がしゃ

がみ込んで、土をいじりながらいった。男たちは

帰ってこない。畑仕事をつづけ、土地をまもって

いるのは、わたしら女だ、といって泣いた。 

 男たちは根無し草のようにふらふらくらしてい

る。が、女たちは土地に根を張って生きているの

だ。 

 いま、東通原発は、東北電力の１基だけ建てら

れたが、フクシマのあと運転をストップ。東京電

力の原発は基礎工事だけで、永遠に影も形もあら

わさない。 

 

 津軽海峡に面した大間原発は、最初の計画を変

えて、西側に移動した。東側にある畑を買収でき

なかったからだ。畑の持ち主である熊谷あさこさ

んが、二代にわたる電源開発の社長の懇願を拒絶

して、土地を売らなかった。 

 「人間、畑と海があれば生きていける」 

 それが彼女の哲学だった。畑と海を売ったら生

きていけない。 

 あさこさんの畑には、いま、自然エネルギーの

ログハウス「あさこはうす」が建っていて、原子炉

のない、ガランドーの、さむざむとした「大間抜け

原発」と対峙している。 

  

 日本海の荒海に面した、柏崎市と刈羽村にまた

がる長い砂丘には、「どんどん」と呼ばれる場所が

あった。「アリ地獄」にもたとえられていた。若も

のや主婦たちが、建設反対に駈けまわっていた。

わしはこう書いた。 

「原発と周辺自治体はこのアリ地獄にのめりこ

んでいるように思えてしかたがない」「中止がア

リ地獄から脱出する最良の道である」 

 いま、「原発社会日本」はアリ地獄に落ちこんで

いる。それは事故のことばかりではない。日本経

済と未来社会のことでもある。 

 原発がなくなったとき、抵抗しつづけた女たち

が想い起こされることになろう。男ははした金と

けちな出世に弱い。原発はそれを振り撒いて男た

ちを籠絡したのだ。 

 原発の「栄耀」など一睡の夢でしかなかった。目

を覚ましてみれば、わたしたちの弧状列島は、膨

大の放射性廃棄物に取り囲まれている。 

原発の跡で 
鎌田慧（呼びかけ人） 
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東京電力(株)福島第一原発の１〜４号機の爆発

から６年 10 ヶ月を経た被災地・福島では、国を

挙げての除染作業が進められ“復興”の名のもと

に着々と帰還政策が押し進められています。 

 しかし、被災地の放射線測定を続ける私たちの

データからは、そうした除染効果はみられません。

国が被災者に帰還を促す地域の測定結果からは、

いずれの地域も放射線管理区域の指定基準を下回

ることはなく、けっして人が生活できる環境にな

いことを示しています。 

 2012年10月から福島県南相馬市の山側8行

政区をベースに放射線測定を続けている＜ふくい

ち周辺環境放射線モニタリング・プロジェクト＞

は、毎月 1 回、1 週間にわたって継続的に各地の

放射線汚染状況を計測し、記録したデータを汚染

された地域で生活する方々や帰還を強制されてい

る仮設住宅の避難者に情報提供しています。 

 これらの計測は、国や自治体が行う計測よりも

キメ細かいメッシュ法測定の手法を採用している

もので、地上高1m/50cm/1cmの空間線量率(μ

Sv/h)と地表 1cm 高の表面汚染計数率(cpm)、さ

らに土壌採取して放射性セシウム量の分析(Bq/

㎡、Bq/kg)を実施しています。 

 既に同地区のほぼ同ポイントの測定は 2巡目を

終え、昨年より 3 巡目の測定を進めています。こ

れらの測定データは、国の 20mSv 避難解除基準

の引き上げに対して訴訟を起こした南相馬の原告

団側の証拠にも採用され、さらに全ての原告の敷

地内および住居内で実施した放射線測定結果も併

せて、国側の原発事故被災者対策の非人間性を追

及しています。 

 今年 4 月から 11 月にかけては、より福島第一

原発に近い避難解除されたばかりの双葉郡浪江町

と富岡町の測定も実施しました。 

 浪江町は、全村の 4 分の１弱にあたる地域を横

375m×縦 250m のブロックで区切り、そのほ

ぼ中心の 314 ポイントを測定しました。結果は、

314 ポイント中の土壌汚染密度の平均はなんと

858,143Bq/㎡(最大 6,780,000 Bq/㎡、最小

31,400 Bq/㎡)で、空間線量率(地上高 1m)の平

均は 1.12μSv/h、表面汚染計数率(地上高 1cm)

の平均は 1,199cpm という結果でした。 

 一方、富岡町の測定も第 42 回(8 月)から第 45

回(11 月)までの計測で 432 ブロックを完了しま

したが、こちらも浪江町同様に 432 メッシュの

ほとんどの集積データが放射線管理区域に指定さ

れる基準を大きく上回りました。空間線量率(地上

高 1m)の平均は 0.79μSv/h で、表面汚染計数

率(地上高 1cm)の平均は 846cpm で、土壌汚染

密 度 の 平 均 は 605,000Bq/ ㎡ ( 最 大

3,400,000Bq/㎡、最小 19,000 Bq/㎡)という

結果です。 

 国が放射線管理区域に指定する基準は「0.6μ

Sv/h または 40,000Bq/㎡の汚染の恐れ」です

が、これをここに当て嵌めてみると、ほとんどの

地域がこの基準を上回るという衝撃的な事実が判

明したのです。 

 なお、空間線量率や表面汚染計数率や土壌汚染

分析による放射性セシウムの土壌汚染密度のデー

タを可視化した最新のカラー画像は、Web サイト

で公開していますので是非ご覧ください。 

■http://f1-monitoring-project.jp/index.html 

 また、毎回のモニタリング活動の報告について

は、Facebook にて公開しています。 

■https://www.facebook.com/fukuichi.mp/ 

7 年の歳月も放射性物質を消すことはできず 
放射線汚染はいまなお被災者を苦しめ続ける 

岡本達思（ふくいち周辺環境放射線モニタリング・プロジェクト） 
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あらかぶさん裁判の支援体制の強化を！ 

12 月 15 日（金）、あらかぶさん裁判の第五回

口頭弁論が開かれる。 

この裁判の争点の一つは低線量被曝でも発症の

リスクがあるのかないのかという点だ。 

あらかぶさんが実際被曝した線量は記録として

残っている１９．７８mSv という数値より多かっ

たことが推認される。それは現場での作業実態か

ら想像がつく。また、たとえ低線量であっても被

ばくによるがんリスクにはしきい値などない。こ

のことは多くの研究、疫学調査から明らかになっ

てきている。こうした低線量被曝による発症リス

クを裏付ける書証を提出し、東電、九電の１００

mSv/年以下の被曝では放射線被曝と発症との間

の因果関係は不明であるとの主張を覆すことが出

来るか否かが、この裁判のポイントである。 

労災認定基準は放射線業務に従事し５mSv 以

上の被曝をしていて白血病などを発症した場合、

認定されているが、東電などは労災認定されたか

らと言って原発作業との因果関係を認めず、損害

賠償に応じていない。 

だからこそ、あらかぶさん裁判の持っている意

味は大きい。 

福島第一原発では今も毎日５５００人近い労働

者が廃炉に向けて働いている。廃炉が完了するま

であと何十年掛かるかもわからない。また汚染さ

れた地域の除染作業も範囲が狭くなったとはいえ

まだまだ続く。こうした労働を通して今も多くの

労働者が相当量の放射線被曝を余儀なくされてい

る。これからも急性白血病をはじめとした放射線

障害が多数発生することは容易に予測される。 

あらかぶさん裁判に勝利し、原発労働者が使い

捨てされない環境を作っていかなければ多くの労

働者が泣き寝入りしてしまう。私たちは労働運動

に携わる者として、この裁判に勝利するため物心

両面にわたって支援していく。 

あらかぶさんは北九州に住んでいる。裁判の度

に東京に出てくるだけでも費用がかさむ。あらか

ぶさん裁判を支える会では会員を増やし裁判を支

えていく。私たち全労協も傘下の組合員にカンパ

の呼びかけを行なっているところだ。 

是非、多くの方々に支援を訴えたい。 

 

帰還政策の下、新たな労働者被曝問題も 

除染作業が進み、年間被曝線量が２０mSv 以下

になった地域から避難指示が解除され帰還政策が

進められている。しかし法律で定められている年

間１mSv 以下を大きく上回る放射線量の場所に

住めというのは、「放射線管理区域」に住めという

のと同義語だ。帰還する住民は少ない。しかし少

ないとはいえ帰還する住民が出れば公共サービス

部門に働く労働者はその地域で働かなければなら

ない。郵便局が開設されれば郵便配達労働者が必

要だ。役所の職員も、水道、清掃やＪＲをはじめと

した公共交通の職員、学校教師も業務命令でその

地域に住まざるを得なくなる。現に配転命令が出

されている。 

ここで新たな労働者の被曝問題が出てくる可能

性がある。低線量被曝といえども障害が出るリス

クがある。チェルノブイリ周辺では５mSv/年以

上の処については住んではいけないことになって

いる。 

除染が進んだとはいえ森林などは手が付けられ

ていない。ほこりが舞えば放射性粉塵などを吸い

込む内部被曝のリスクも高まる。郵便配達の人は

バイクで配達するのだろうか。ＪＲの保線の労働

者は働くとき、きちんと放射線防護服を着用して

作業に当たるのだろうか。 

水源管理に入る水道労働者は除染など行われて

いない水源の山域に入るのではないのか。 

今後、住民や労働者に果たしてどんな影響が出

てくるのか大きな不安がある。全労協はこうした

新たな被曝問題に焦点を当て、今後、労働者、住民

の健康を守るためにはどんな取り組みが必要なの

か、国に被曝管理をどのように実施させていくの

か、今後の重要な課題として取り組んでいく。 

被曝労働と向き合っての取り組みを 
全労協脱原発プロジェクト 瀧秀樹 
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 福島原発事故から6年10ヶ月になります。老

後は田舎暮らしをしたいと福島県田村市に移住し

た私は、原発事故で東京に避難し提供された都営

住宅に住んでいます。 

 福島の家は緊急時避難準備区域に半年間指定さ

れ除染も済んだとされている地域ですが、2年前

家の玄関先３ｍの土の放射性セシウムを測定した

ら１平方メートルあたり8万ベクレルもあって放

射線管理区域の２倍でした。放射線管理区域はそ

こで常時生活することなど想定していません。 

 今年３月末福島県は災害救助法の応急救助の時

期が過ぎたと区域外避難者の住宅提供を打ち切り

ました。原子力災害は自然の災害と異なり長期に

わたる対策が必要です。私はこの打ち切りに納得

いかず、公営住宅の避難者向け募集にも収入要件

世帯要件があって希望した人すべてが等しく支援

を受けられないことにも納得いかず同じ住宅に居

続けています。同じ立場の人たちと共に東京都と

話し合いを続けていますが解決に至りません。 

 住まいは生きる上での基本、それを真っ先に打

ち切るとは何とも酷い施策です。原発事故による

突然の避難、区域外避難者であるため賠償も殆ん

ど無く、生計を自ら立てねばならぬ若い親たちは

６年間苦しんできて、有償となることで更に苦し

むこととなりました。しかし国も福島県も打ち切

りという施策がどのような影響を与えることにな

ったのか調査さえしようとしていません。このよ

うな中、住宅提供打ち切りはおかしいと声を挙げ

てきた山形県米沢市の雇用促進住宅に住む８世帯

に厚労省所管の独立行政法人高齢・障害・求職者

雇用支援機構が明け渡し訴訟を９月に起こしまし

た。避難者が被告になったのです。 

 更に福島県は12月議会に県内４世帯の明け渡

し訴訟、県外５世帯の調停を提起しました。県外

の５世帯はすべて東京の国家公務員宿舎に住んで

います。昨年末福島県は国家公務員と同じ使用料

で2年間の継続居住契約を結ぶ意向があるかを調

査して、全国160戸を財務省から借りました。

しかし意向調査時には示されなかった国家公務員

宿舎セーフティーネット使用貸付契約書には、天

災等で第三者に損害を与えたときは入居者が損害

賠償の責を負うといった、とんでもない条項が含

まれていましたし、世帯要件があわず都営住宅に

入居したくとも応募できなくて、その使用料では

生活が成り立たないという人たちが調停の対象者

とされているのです。福島県内の避難者への明け

渡し訴訟はその理由の如何を問わず、避難元がや

ること自体が自治体の明渡訴訟の先鞭をつけるこ

とになり、避難者を追い出していいんだという世

論を作ることになるのではと危惧しています。 

 原発事故の避難者の住まいの確保の施策は、子

ども・被災者支援法では国の責務とされていま

す。しかし無策のままの６年間でした。来年度末

で福島県の民間賃貸住宅の家賃補助は無くなり、

国家公務員宿舎も区域外避難者は退去をせまられ

ます。帰宅困難区域以外の住宅提供も打ち切られ

ます。このままでいったら多くの人たちが困難に

直面することになり、明け渡し訴訟も頻繁におき

ることになるでしょう。 

 国策として進めてきた原発による事故は国にも

責任があります。「与えた魚を食べてしまったか

ら釣竿を与えることにした」などという自立しろ

論はこの責任の

放棄です。原発

事故の責任は被

害者、避難者に

はありません。 

 棄民政策では

なく、被害の実

態を直視して問

題の解決を図ら

ねばならないの

です。 

  

原発事故区域外避難者の住まいの現状 
明渡訴訟で避難者が被告に 

避難の協同センター世話人 熊本美彌子 

 
（ 
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我々、核燃料サイクル（六ヶ所村の再処理工場）に

反対するチーム１０人は９月11日から14日の間、

日米原子力協定３０年の期限が来年７月に迫ったこ

の機会を捉えて、米国の要人（議員、政府高官、シン

クタンク）はどんな考えなのかをさぐるためにワシ

ントンに滞在し、議員の事務所２８カ所を含む数カ

所のシンクタンクを訪問した。 

 要点は次の通り。 

１、訪問団には超党派にしたかったので自民党の外

交部会長で参議院議員の阿達雅志さん、民進党（当

時）衆議院議員の逢坂誠二さん、社民党元衆議院議員

の服部良一さんを加えた。 

２、日米原子力協定とは、日米二国の協定であり、日

本が自由に核燃料を再処理してプルトニウムを製造

する権利を米国が認めているという日本の特権のよ

うなものである（韓国もこの特権を米国に要求して

いるが認められていない）。 

３、その期限が来ると、両国が何も言わなければ、１

年毎に更新される。その為両国の官僚は、ほっておく

事を希望している。 

４、今、日本は４７トンものプルトニウムを保有して

おり、もし日本が核燃料サイクルを開始し、順調に稼

働すれば毎年４トンのプルトニウムが生まれる。 

５、しかし日本の原発は、今４基しか稼働しておら

ず、世論の反対、自治体の反対、さらに裁判所が停止

命令を出すなどでこれから何基が稼働できるか予測

できない。 

６、そのため年４トンも生まれるプルトニウムは使

い切れないので日本に原爆の原料となるプルトニウ

ムがどんどん貯まってゆくことになる。 

 

 そこで我々は米国の要人に二つ問いかけた。核燃

料の再処理を自由に行うことをこのまま認めます

か? そして日本にプルトニウムがどんどん貯まるこ

とをどう考えますか? と。 

 第一の問いへの答えは、100％の人が「この日本

の権利を奪うことは難しいので協定が自動的に更新

されることは止むを得ない。しかし核燃料の再処理

（核燃料サイクル）は採算が合わず、欧米は中止し

た。日本がやめない事は理解できないが、それは日本

の国内問題なので我々は、とやかく言わない」だっ

た。 

 第二の問いへの答えは、プルトニウムが日本にド

ンドン貯まってゆく事は「軍事・外交問題であり米国

としては好ましくない」とほとんどの要人は言う。 

 日本にプルトニウムが貯まることは、日本は核兵

器開発を内心では考えていると外国に思わせる。特

に中国がそれに反応することを米国は恐れている。

米国はテロリスト対策上からも、日本にプルトニウ

ムが貯まってゆく事を不安視している。日本は原発

の警備を含め、テロ対策が十分でないと米国は見て

いる。 

 また我々は、今日本の外務大臣である河野太郎さ

んの発言録も議員事務所に配ってきた。その発言録

を示して、現在の外務大臣は 10 年以上前から「核

燃料サイクルをやめるべきである」と主張している

人物なんですと説明したのだった。 

 原子力を研究している二人の学者の意見も聞いた。

二人の意見は、「今の原子力発電の技術はもはや古び

てしまっており、経済的に成り立たない。だから我々

は安く利用できる方法について研究をしている。核

燃料サイクルもしかり、コストが高すぎる」、「日本の

経産省は失敗だと認めたくないが故に六ヶ所村にし

がみつき、青森県は雇用と税収のために続けている」

とズバリ直言してくれた。 

 訪問団の一人、核燃料サイクル阻止原告団事務局

長・山田清彦さんは、「核燃料サイクルで高レベル廃

棄物は減少するが、中低レベル廃棄物は何倍も出る

ので、キケンな核廃棄物全体では減少にならない。ま

た六ヶ所村は航空

機、ミサイル、ダイ

ナマイトを使うよ

うなテロへの対策

は全く無い」と要人

と設けたミーティ

ングで報告した。 

前湖西市長・三上元さんの訪米報告 
脱原発をめざす首長会議・世話人、原発ゼロ自然エネルギー推進連盟・幹事 
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さようなら原発・川越の会 
 3.11 の翌年、2012 年 4 月に結成されたこの会

は「原発を一日も早く止め、廃炉にすると共に広範な

反・脱原発の運動を広めることを目的」としていま

す。また、当会は自主的に進めたい運動を各人が進

め、それを盛り上げることも特徴で、代表者や事務局

が提案・運営する組織ではありません。 

今までに 2か月に一度第 1 土曜日午後に「さよう

なら原発・川越パレード」を 30 回以上開催してき

ました。ここには川越以外の反・脱原発の運動をして

いる人、運動とまではいかないがとにかく訴えたい

人が集まり、集会を作ってきました。最近集会・パレ

ードへの参加者が減ってはいますが、何とか地域に

広げたいと考えています。また、自分たちの町の放射

線量を測りたいという人たちが 3 か月に一度測定し

ています。私たちの生活空間がどれほど汚染されて

いるか、科学的におさえること、それが大事と考えて

います。また福島の子どもの保養を夏休みに 5 泊 6

日で実施し、子どもらしさ、人間らしさを取り戻して

もらいたいという思いで始め、今年で５回目です。更

に原発ツアーを組んで福島、東海村への観光を兼ね

た視察をしてきています。そして年一度 200人程度

の集会を開催してきました。今までに肥田舜太郎さ

ん、希望の牧場の吉澤正巳さんの講演会、「自主」避

難者の実態などを学んできました。映画「東京原発」

「日本と原発」の上映で 200 人前後の入場者を得て

います。フクシマを忘れず、原発被害の悲惨は自分の

問題だとして全国集会にも会として取り組んできま

した。 

今、それぞれの運動で退潮が現れ、パレードや集会

参加者も減少してきています。これはそれぞれのと

ころで総括されねばならないが、私たちは諦めてい

ません。それは「運動は広がるものだ」と実感してい

るからです。「原発問題を考える埼玉の会」や「反原

発新座の会」など他の運動団体と繋がりができ、更に

は「井戸川裁判」支援にも繋がりつつあります。何よ

りも「避難者と歩む＠川越」という組織を作ったこと

です。「自主」避難者と市民の会ができて川越市等に

生活保障を立て替えてもらう運動、避難する権利を

認める運動を担っているのも当会の運動の結果と考

えています。今年借り上げ住宅費の撤去に対し、川越

市から「所得制限なしの２万円の補助」を勝ち取りま

した。一人になっても、というのはオーバーですが闘

い続けることに意味があると考えています。 

（内田秀人） 

 

 

さようなら原発一千万人署名 

江東実行委員会 
 東日本大地震に起因する福島原発破壊を目の当た

りにして、私共はエネルギー供給の２０％を原子力

に頼ってきた政策の転換に迫られたといえます。直

後下町江東地域は一千万全国署名の提起を受け、こ

れに賛同し江東実行委員会の結成にあたって姿勢を

確認しあい実現を決意しました。署名具体化にあた

っては継続が求められることから、参加者の生活の

場である江東の地域で続けること、対象は多様な団

体・個人に呼びかけること、署名日は皆が参加できる

日で人の往来が頻繁な場所が良い、同時に当日は署

名の趣旨と脱原発を目指すメンバーによる音楽演奏

も加え宣伝することとし、さらに署名行動と合わせ

講師を招き地域ともども学習の場も持つこととしま

した。 

委員会は２０１１年８月３１日に結成し、参加団

体には労組・人権・平和団体、個人は議員・弁護士・

医師・宗教者・区民などが参加し、署名実施は毎月原

則第一土曜日、亀戸駅前を重点に本年１２月２日に

は第６６回を継続し、累積３７９３筆となりました

（第一回は‘１１/９/１９）。学習の場である下町原

【紹介】各地から脱原発！ 
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発公開講座については講師に鎌田慧さん（全国署名

呼びかけ人）２０１２年１月、山口幸夫さん（原子力

資料情報室共同代表）’１２年７月、今中哲二さん（京

大原子炉実験所）’１３年１２月、崎山比早子さん（元

放医研）’１３年８月「低線量被ばくの危険」、鈴木篤

弁護士・大飯判決（江戸川法律事務所弁護士）‘１４

年７月と継続しています。 

さて全国署名が８６０万筆の今夏段階に、委員会は

署名達成について、時期や達成数について意見交換

をしました、それは江東の達成からみても目標数ま

でかなり先になると思えたからです。たしかに署名

数は結果だから達成にむけて継続という運動理解も

あり得ますが、地域の担い手をあずかる委員会とし

てはアクション全体の方針を示すことが求められま

した。こうしたことから江東としては署名活動を

「個々」の取り組みにまかせっきりにせず、アクショ

ンとして個々をきちんと位置付け、集中期間なども

設けるなどして

連携するよう、委

員会に反映をす

ることを確認し

あいました。アク

ション内での署

名達成に向けて

の検討に加わり

つつ今後も取り

組みます。 

（内山俊一、脱原発下町ネットワーク） 

 

さようなら原発 1000 万人署名 

沢田研二さんの署名活動 

 「本当にありがとう」と声をかけて頂いたことが

ある。福島から神奈川に避難生活をされている方か

らだった。 

 「それは沢田さんや事務所の方に伝えたいですね」

と思わず口に出る。芸能界のことは知らない。けれ

ど、50 年身を置かれ、自らのレーベルで生きてこら

れた沢田さんが、ライブ会場のいっかくを署名ブー

スに提供くださる。たぶん、深い思いゆえの覚悟をさ

れたことだと思う。 

 その思いが伝わるように、このところ関東地域で

毎回の署名を支えるのは、これまた長く深く沢田さ

んのファンであった人たちが中心だ。 

 私を署名活動にお誘い頂いた富山洋子さんは、「ジ

ュリー」をほとんどご存じなかった方で、フクシマ以

前から「さようなら原発」を訴えてこられ、84歳の

いまも会場には杖をつき、ゆっくりと歩んでこられ

る。その富山さんがいう。「わたし、沢田さんに惚れ

たの。運動じゃないのよ。会場からもれ聞こえる声、

歌が心に届くの」。ホンモノとホンモノはつながるの

だと思った。 

 今年のお正月公演。数日前に紅白歌合戦が開催さ

れた NHK ホール。残念ながら署名活動はできなか

ったものの、沢田さんは全 22 曲を「反原発と鎮魂」

の歌で貫いた。 

 1000 万という署名がいかに遠く難しいものか、

沢田さんご自身がしっかりとわかっておられるよう

な気がする。遠く届かないことかもしれないけれど、

こうして続けることしかない。あきらめずに。声高に

もならずに。 

 ステージ上からは署名についてお話しをされるこ

とはない。けれど、一度だけ署名グッズが届かない事

故があった。そのとき、沢田さんは歌の合間に「ぼく

はもう署名活動とかしていますからね、テレビには

出られないんですよ。あれ？ きょうは署名ないの

かな」と、冗談まじりにお話しをされた。 

 毎回署名数を知らせてほしいと、事務所の方にい

われる。けっして「場所を貸しているだけ」なのでは

ない。 

 「署名集めてきました」と、開演ベルの鳴る中、ブ

ースに駆け寄る人がいる。「親が亡くなった時以外、

入院しても骨折をしてもコンサートはくるの」とい

うその人はすでに少女のお顔になって、会場に向か

われた。 

 「ありがとう・サンキュー・ありがとうね〜」。歌

い終わる度に会場に声をかける沢田さん。でも、それ

は、舞台のこちら側にいる私たちこそ、さらに大きな

声で返したい言葉かもしれない。 

 署名活動をはじめようという沢田さんの思いは、

あなたの歌声とともに、多くの人のいまと明日を支

えている。そうした思いの連鎖こそが「運動」の意味

と意義になると信じたい。（K） 


